
1998年出上の木簡

と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
浅
草
寺
は
坂
東
札
所
第

一
三
番
目
で
あ
る
。

②
も
奉
納
札
で
あ
り
、
縦
に
半
我
さ
れ
左
半
分
は
欠
損
し
て
い
る
。
①
は
上

部
を
圭
頭
状
に
し
た
木
札
で
あ
る
。
い
は
方
形
の
木
札
で
あ
り
、
中
央
に
穿
孔

が
見
ら
れ
る
。
裏
面
は
縁
に
墨
が
塗
ら
れ
て
い
る
。

０
は
板
塔
婆
に
転
用
さ
れ
た
板
材
で
、
両
面
に
墨
書
が
見
ら
れ
る
が
、
裏
面

と
し
た
四
行
分
は
か
な
り
薄
く
、
表
の

一
字
分

↑
し
が
転
用
後
の
墨
書
と
推

定
さ
れ
る
。
当
初
の
用
途
は
不
明
で
あ
る
が
、
四
行
分
の
墨
書
が
あ
る
面
が
本

来
の
表
側
と
思
わ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

台
東
区
教
育
委
員
会

『台
東
区
の
遺
跡
』
全

九
九
五
年
）

小
俣
悟

「台
東
区
の
遺
跡
―
概
要
と
最
近
の
調
査
に
つ
い
て
」
『武
蔵
野
』

七
四
十
二

（
一
九
九
五
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
俣
　
悟
）

紫
香
楽
官
跡
調
査
委
員
会
編
　
信
楽
町
教
育
委
員
会
発
行

『
宮
町
遺
跡
出
土
木
簡
概
報
』

一
　

の
刊
行

「皇
后
宮
職
」
「金
光
明
寺
」
と
書
か
れ
た
木
簡
や
、
参
河

・
遠
江

・

駿
河

・
伊
豆

・
近
江

・
越
前
な
ど
の
諸
国
の
荷
札
木
簡
が
出
土
し
、
紫
香

楽
宮
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
滋
賀
県
信
楽
町
宮
町
遺
跡
出
上
の

木
簡
の
概
報
が
刊
行
さ
れ
た
。
今
回
は
宮
町
遺
跡
で
初
め
て
木
簡
が
出
土

し
た

一
九
人
六
年
度
の
第
四
次
調
査
か
ら
、　
一
九
九
七
年
度
の
第
二
二
次

調
査
出
土
分
ま
で
を
収
録
す
る
。
既
に

『木
簡
研
究
』
な
ど
で
報
告
済
み

の
木
簡
に
つ
い
て
も
、
今
回
再
度
釈
読
を
行
い
、
最
新
の
成
果
を
収
録
す

る
。
今
後
も
続
刊
の
予
定
。
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